
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
々
様
、
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
の
旧
年
中

の
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

至
誠
ホ
ー
ム
で
は
50
年
の
歴
史
を
踏
ま
え
、

様
々
な
高
齢
者
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
も
一
層
地
域
の
高

齢
者
福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を
大

き
な
目
標
と
し
て
歩
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

昨
年
10
月
に
は
念
願
で
あ
り
ま
し
た
、
故
巨

海
昭
子
様
か
ら
ご
遺
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
民
家

の
至
誠
コ
ミ
ホ
ー
ム（
立
川
市
柴
崎
町
3
丁
目
）

に
お
い
て
、
介
護
保
険
に
よ
る
小
規
模
な
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

従
来
の
地
域
の
皆
様
が
気
楽
に
お
集
ま
り
い
た

だ
け
る
「
憩
い
の
場
」
に
加
え
一
層
地
域
の
皆

様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今

年
は
春
に
は
錦
町
6
丁
目
の
至
誠
特
養
ホ
ー

ム
に
併
設
し
て
お
り
ま
し
た
生
活
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
室
で
療
法
士
を
中
心
と
し
た
、
専
門
的
な
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リ
ハ
ビ
リ
を
メ
イ
ン
に
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
法
人
１
０
０
周
年
・
至
誠
ホ
ー

ム
60
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
平
成
21
年
4

月
を
目
標
に
現
在
国
分
寺
市
並
木
町
に
お
い
て

「
世
代
交
流
・
複
合
型
拠
点
施
設
」
の
施
設
準

備
・
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
施
設
は

介
護
保
険
事
業
の
小
規
模
多
機
能
介
護
を
中
心

と
し
て
、
重
介
護
の
方
の
お
世
話
を
す
る
施
設

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
そ
し
て
高
齢
者
専
用
住

宅
、
児
童
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
複
数
の
施

設
・
事
業
を
統
合
的
に
セ
ッ
ト
に
し
て
地
域
の

拠
点
と
な
る
事
業
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
近
の
高
齢
者
福
祉
が
介
護
保
険
の
事
業
に

収
斂
さ
れ
て
き
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
枠
を
超
え
て
至
誠
ら
し
い
児
童
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
生
活
支
援
に
視
点
を
据
え
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
統
合
化
の
試
み
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
ホ
ー
ム
職
員
、
利
用
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
共
に
一
生
懸
命
生
き
、
働

い
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
至
誠
ホ
ー
ム
に
か
わ
ら
な
い
温
か
な
ご
支

援
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ

様
で
利
用
者
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
方
に
も
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
高
齢
者
福
祉
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
年
は
国
分
寺
市
並
木
町
に
お
い
て
平
成
21
年
４
月

開
設
を
目
標
に
「
世
代
交
流
・
複
合
型
拠
点
施
設
」
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

年
々
変
化
す
る
福
祉
制
度
の
も
と
で
、
よ
り
質
の
高
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
充
実
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
目
指
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
年　

元
旦

　
　
　

社
会
福
祉
法
人　

至
誠
学
舎
立
川

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
総
合
福
祉
施
設　

至
誠
ホ
ー
ム

ホ
ー
ム
長　

橋　

本　

正　

明

園
長
・
職
員
・
利
用
者
一
同

　
　
　
　
　
　

至
誠
ホ
ー
ム
後
援
会

　
　
　
　
　
　
　

 

会　
　

長　

梅　

田　

尚　

裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役　

員　

一　

同

錦
ブ
ロ
ッ
ク

　

至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

至
誠
和
光
ホ
ー
ム
（
軽
費
）

　

和
光
診
療
所

ス
オ
ミ
ブ
ロ
ッ
ク

　

至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　

至
誠
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　

至
誠
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

　

至
誠
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
し
せ
い

　

至
誠
コ
ミ
ホ
ー
ム

　
　
　
（
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

至
誠
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち
（
居
宅
・
デ
イ
ホ
ー
ム
）

　

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち

キ
ー
ト
ス
ブ
ロ
ッ
ク

　

至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム

　

至
誠
キ
ー
ト
ス
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

至
誠
キ
ー
ト
ス
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

立
川
市
柏
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

至
誠
柏
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

新
年
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　

  　

ホ
ー
ム
長　

橋 

本　

正 

明



　

至
誠
ホ
ー
ム
職
員
に
よ
る

　
　

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み
�

　

入
場
無
料　

参
加
希
望
の
方
は
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　

日　

時　

平
成
20
年
３
月
11
日
（
火
）　

19
時
～
21
時

　

場　

所　

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
･
ア
イ
ム  

１
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
立
川
駅
北
口
・
高
島
屋
北
側
）

　
　
　
　
　

立
川
市
曙
町
２
‐
36
‐
２　

ＴＥＬ
：
０
４
２
‐
５
２
８
‐
６
８
０
１

　

内　

容　

●
挨
拶　

至
誠
ホ
ー
ム　

ホ
ー
ム
長　

橋
本
正
明

　
　
　
　
　
　
　
　

立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部　

教
授　
　

　
　
　
　
　

●
サ
ー
ビ
ス
向
上
・
優
秀
３
サ
ー
ク
ル
の
発
表

　

主　

催　

社
会
福
祉
法
人　

至
誠
学
舎
立
川　

至
誠
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
：
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
）

　

問
合
せ　

至
誠
ホ
ー
ム　

河
合

　
　
　

ＴＥＬ
：
０
４
２
‐
５
２
７
‐
０
０
３
１

　
　
　

ＦＡＸ
：
０
４
２
‐
５
２
７
‐
０
２
９
３

　

フ
ロ
ア
や
セ
ク
シ
ョ
ン
等
の

　
　
　

現
場
か
ら
の
一
年
を
か
け
た

　
　
　
　
　

熱
き
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
等

に
よ
り
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
や
災
害
時
に

支
援
の
必
要
と
な
る
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

へ
の
支
援
体
制
作
り
の
必
要
性
が
あ
ら
た
め
て

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
安
否
確
認
は
誰
が
す
る
の
か
、
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
、
避
難
所

で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
る
の
か

な
ど
と
い
っ
た
事
柄
は
、
特
に
「
災
害
時
要
援

護
者
」
と
呼
ば
れ
る
在
宅
の
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
に
と
っ
て
深
刻
な
課
題
で
す
。

　

実
際
、
過
去
の
災
害
に
お
い
て
は
、
要
介
護

高
齢
者
等
が
避
難
所
や
自
宅
で
孤
立
し
、
必
要

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
状

況
も
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
等
も

震
災
を
被
り
、
通
常
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

な
い
事
態
に
陥
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
る
背
景
に

は
、
現
在
の
地
域
社
会
が
お
隣
や
ご
近
所
同
士

の
関
係
や
繋
が
り
が
弱
く
な
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。「
お
隣
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い

る
の
か
お
互
い
に
わ
か
ら
な
い
」
状
況
は
、
災

害
時
の
安
否
確
認
や
支
援
の
際
に
困
難
を
招
く

で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
立
川
市
で
は
、
市
内
の
３
つ
の
町
域

を
「
防
災
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
し
、
地
域
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
や

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
等

の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
も
地
域
の
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え

る
機
関
と
し
て
、
こ
の
取
組
み
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
等
の
参
加
す
る
会
議
で
も
、
災
害
時

の
要
介
護
高
齢
者
等
の
支
援
を
テ
ー
マ
に
し
た

勉
強
会
を
行
う
な
ど
の
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
介
護
・
福
祉
関
係
者
に
と
っ
て
こ
の

問
題
は
今
後
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
り
、

地
域
社
会
や
行
政
の
動
き
と
連
動
し
て
、
災
害

時
の
支
援
・
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
（
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー　

大
友
正
樹
）

至
誠
学
舎
立
川
の
錦
町
地
区
施
設
で
は
、

平
成
８
年
に
地
域
の
自
治
会
「
錦
六
会
」

と
火
災
・
震
災
等
災
害
時
の
相
互
応
援
（
避

難
誘
導
・
初
期
消
火
・
救
護
・
避
難
場
所

に
お
け
る
介
護
等
）
に
関
す
る
協
定
を
結

び
、
毎
年
合
同
で
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
０
４
２
（
５
３
８
）
２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

 　

０
４
２
（
５
２
７
）
０
３
２
１

地
域
で
の
防
災
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

第13回  至誠ホームサービス向上大会のお知らせ
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こ
の
た
び
熊
崎
報
恩
財
団
よ
り
、
至
誠

キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
に
対
し
20
万
円
の
ご
助

成
金
を
拝
領
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
財
団
は
故
熊
崎
閑
田
師
（
臨
済
宗
円

覚
寺
派
正
安
寺
住
職
）
が
、
昭
和
38
年
に

ご
自
分
の
財
産
を
民
間
の
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
に
役
立
た
せ
た
い
と
の
趣
旨
か
ら

設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
本
年
で
39
期（
総

額
１
億
１
８
９
０
万
円
）
に
な
る
そ
う
で

す
。

　

早
速
、
か
ね
て
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
し

た
食
器
洗
浄
乾
燥
機
を
２
台
購
入
い
た
し

ま
し

た
。

　
　

久
し
ぶ
り
の
家
族
写
真　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

縣　
　

仭

　

キ
ー
ト
ス
の
フ
ォ
ト
セ
ラ
ピ
ー
・
グ
ル
ー
プ
を
ご
指
導
下
さ
っ
て
い

　

る
門
脇
久
芳
氏
（
写
真
家
）
が
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
９
月
に
、
入

　

居
者
と
ご
家
族
10
組
の
記
念
写
真
を
撮
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

山
縣
た
か
ね
さ
ん
の
息
子
さ
ん
か
ら
戴
い
た
お
手
紙
を
ご
紹
介
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
が
子
供
の
頃
、
両
親
は
子
供
の
入
学
卒
業
と
い
う
成
長
の
節

目
に
は
わ
ざ
わ
ざ
駅
前
の
写
真
館
ま
で
出
掛
け
て
、
記
念
写
真
を

撮
っ
て
く
れ
た
。
ア
ル
バ
ム
を
見
る
と
、
そ
の
時
々
の
主
人
公
が

緊
張
で
や
や
ぎ
こ
ち
な
い
面
持
ち
を
し
て
、
両
親
を
は
じ
め
と
し

た
家
族
に
囲
ま
れ
て
写
っ
て
い
る
。

　

写
真
の
中
心
に
い
る
主
役
は
、
姉
の
時
も
あ
り
、
私
の
場
合
も

あ
っ
た
。
年
月
が
移
っ
て
い
く
ご
と
に
主
役
の
座
は
妹
や
弟
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
。

　

父
親
に
し
ろ
、
母
親
に
し
ろ
、
自
分
た
ち
が
主
役
に
な
っ
て
写

っ
て
い
る
の
は
、
二
人
が
結
婚
し
た
と
き
の
記
念
写
真
ぐ
ら
い
で

あ
る
。
あ
と
の
家
族
写
真
に
は
、皆
、私
た
ち
子
供
が
中
心
に
い
た
。

　

子
供
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
、
い
つ
し
か
家
族
写
真
を
撮
る

こ
と
も
な
く
な
り
、
ア
ル
バ
ム
の
写
真
は
、
旅
先
や
友
人
と
の

ス
ナ
ッ
プ
写
真
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
写
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
は

熊
崎
報
恩
財
団
よ
り

助 

成 

金

知
っ
て
い
て
も
、
家
族
は
誰
も
知
ら
な
い
人
ば
か
り
で
あ
る
。
大

人
に
な
る
と
、
弟
や
妹
も
全
国
に
散
っ
て
し
ま
い
、
仕
事
や
家
族

の
都
合
で
顔
を
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
出
来
な
く
な
っ

た
。

　

今
回
、
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
の
ご
好
意
で
、
オ
ー
ロ
ラ
の
撮
影
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
写
真
家
の
門
脇
さ
ん
に
久
し
ぶ
り
の
家
族
写

真
を
撮
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。

　

今
回
の
家
族
写
真
の
主
役
は
母
で
あ
る
。
私
と
姉
、
久
し
ぶ
り

に
都
合
の
つ
い
た
弟
夫
婦
が
集
ま
っ
て
母
を
囲
ん
だ
五
人
の
家
族

写
真
が
出
来
上
が
っ
た
。

　

こ
の
写
真
は
、
昔
、
写
真
館
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
い
て
撮
っ
た

懐
か
し
い
家
族
写
真
を
思
い
出
さ
せ
る
。

　

母
も
き
ち
っ
と

座
っ
て
い
る
。

も
し
母
の
隣
り
に

父
が
座
っ
て
い
た

ら
、
母
は
も
っ
と

喜
ん
だ
ろ
う
。

や
ま　
　

 

が
た　
　
　
　

た
か
し

今日の主役はお母さんよ



　

世
代
交
流
・
複
合
型
拠
点
施
設
（
仮
称
）

至
誠
ホ
ー
ム
な
み
き
建
設
に
向
け
、
ま

た
ホ
ー
ム
長
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
に
伴
い
、

至
誠
ホ
ー
ム
副
ホ
ー
ム
長
・
統
括
事
務
局

長
岡
田
清
、
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
園
長
・

（
仮
称
）
至
誠
ホ
ー
ム
な
み
き
開
設
準
備

室
長
旭
博
之
、
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
園
長
吉
上
恵
子
の
人
事
異
動
が
あ

り
、
至
誠
ホ
ー
ム
統
括
事
務
局
長
門
川

千
雄
は
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
代
交
流
・
複
合
型
拠
点
施
設
「（
仮

称
）
至
誠
ホ
ー
ム
な
み
き
」
の
開
設
準

備
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
小
規
模
多

機
能
型
と
入
所
系
の
高
齢
施
設
・
住
宅

等
と
児
童
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
同
一

敷
地
に
併
せ
持
つ
特
徴
あ
る
拠
点
施
設

の
計
画
で
す
。
国
分
寺
市
並
木
町
に
、

平
成
21
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

今
年
か
ら
建
築
に
入
り
ま
す
。
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前
理
事
長
関
岡

武
次
の
退
任
に
伴

い
、
5
月
至
誠
学

園
統
括
事
業
本
部

長
で
法
政
大
学
教
授
の
髙
橋
利
一
が
社

会
福
祉
法
人
至
誠
学
舎
立
川
第
７
代
理

事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
８
年
か
ら
立
教
大
学
の
教
授

に
就
任
し
た
至
誠
ホ
ー
ム
長
橋
本
正
明

は
、
今
年
度
、
年
度
研
究
休
暇
（
サ
バ

テ
ィ
カ
ル
）
を
取
得
し
、
前
半
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
を
中
心
に
、
後
半
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
に
高
齢
者
福
祉
の

研
究
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
開
設
し
た
国
分
寺
市
東
元
町

の
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま

ち
」
が
、
４
月
１
日
よ
り
「
国
分
寺
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち
」
に

移
行
し
て
新
た
に
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

国
分
寺
市
の
委
託
事
業
と
し
て
、
市
民

や
関
係
機
関
に
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー

を
目
指
し
て
、
日
々
地
域
に
向
け
た
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）
に
、
橋
本

ラ
イ
ヤ
さ
ん
を
中
心
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
お
年
寄
り
と
の
文
通
か
ら
始
ま
っ
た

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
、
終

了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
33
年
の
間
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

や
ブ
ラ
ジ
ル
の
高
齢
者
と
の
文
通
、
募

金
活
動
、
勉
強
会
な
ど
の
活
動
を
続
け
、

至
誠
ホ
ー
ム
の
外
務
省
の
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

２
０
０
７
年　

こ
の
一
年

至
誠
学
舎
新
理
事
長
就
任

ホ
ー
ム
長
サ
バ
テ
ィ
カ
ル

（
仮
称
）
至
誠
ホ
ー
ム
な
み
き

　

開
設
準
備
室
の
設
置

特
養
・
ス
オ
ミ
園
長
交
代

「
国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
も
と
ま
ち
」
ス
タ
ー
ト

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

　
　

 　

33
年
の
幕
を
閉
じ
る

サバティカルを取得し北欧
を中心に研究活動をする橋
本ホーム長

至誠ホームなみき（仮称）の完成予想模型
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キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
で
は
東
京
都
よ
り

『
認
知
症
支
援
拠
点
モ
デ
ル
事
業
』
を
受

託
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
が
安
心
し
て

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
20
年
度

ま
で
「
認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」「
介
護
者
教
室
」「
認
知
症
事
例
研
究
」

等
の
事
業
を
展
開
し
地
域
で
生
活
を
支

え
る
仕
組
み
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

錦
特
養
の
開
設
三
十
周
年
を
記
念
し
て

６
月
29
日
に
、
特
和
会
と
合
同
で
け
や

き
広
場
で
記
念
植
樹
、
そ
の
後
セ
ン
タ

ー
２
階
で
２
回
に
分
か
れ
て
全
フ
ロ
ア

ー
の
お
年
寄
り
が
お
祝
い
の
宴
会
を
行

い
ま
し
た
。
植
樹
し
た
の
は
難
を
転
じ

て
福
を
な
す
、
長
寿
を
祈
る
、
と
い
う

意
味
か
ら
紅
白
の
南
天
に
し
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
（
土
）
恒
例
の
至
誠
福
祉

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事

長
髙
橋
利
一
に
よ
る
講
演
「
至
誠
学
舎

立
川
の
地
域
の
役
割
を
改
め
て
考
え
る
」

と
至
誠
学
園
、
ノ
ン
ナ
、
至
誠
ホ
ー
ム

の
各
統
括
事
業
本
部
か
ら
、
各
々
の
現

場
の
実
践
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
1
日
よ
り
至
誠
コ
ミ
ホ
ー
ム
（
立

川
市
柴
崎
町
）
に
て
介
護
保
険
に
よ
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
10

時
か
ら
13
時
30
分
の
短
時
間
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
で
、
少
人
数
で
買
物
や
食
事
作

り
を
し
た
り
、
外
出
や
生
き
が
い
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
前
の
「
憩
い
の
場
事
業
」
や
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
、
地
域

の
皆
様
に
と
っ
て
身
近
で
役
立
つ
サ
ー

ビ
ス
拠
点
を
目
指
し
ま
す
。

「
認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」
へ
の
取
り
組
み

錦
特
養
三
十
周
年
記
念

　
　
　
　

  

植
樹
＆
パ
ー
テ
ィ

第
５
回
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
開
催

至
誠
コ
ミ
ホ
ー
ム

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト

　

開
設
30
周
年
を
記
念
し
家
族
会
と
合
同
の

企
画
と
し
て
、
11
月
６
日
㈫
・
７
日
㈬
に
山

梨
県
一
宮
の
浅
間
園
に
ぶ
ど
う
狩
り
に
行
き

ま
し
た
。

　

特
養
の
お
年
寄
り
１
５
０
名
の
う
ち
82

名
の
方
が
参
加
し
、
ご
家
族
や
職
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
含
め
る
と
２
日
間
で
計

２
０
２
名
が
出
か
け
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。　

　

当
日
の
天
気
予
報
は
、
６
日
は
雨
模
様
、

７
日
は
晴
れ
の
予
報
で
し
た
。
運
悪
く
天
気

予
報
が
当
た
っ
て
し
ま
い
、
６
日
の
朝
は
小

雨
が
降
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

バ
ス
の
乗
降
の
際
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど

の
要
所
要
所
で
は
ぱ
ら
つ
く
程
度
で
ほ
と
ん

ど
影
響
が
な
く
、
浅
間
園
に
到
着
し
て
か
ら

は
ほ
と
ん
ど
あ
が
る
と
い
う
、
ま
さ
に
日
頃

の
行
い
が
天
気
に
現
れ
た
の
で
し
た
。

　

７
日
は
朝
の
う
ち
肌
寒
か
っ
た
の
で
す

が
、日
が
上
が
る
と
と
も
に
気
温
も
上
昇
し
、

汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
浅

間
園
で
は
、
甲
州
名
物
の
ほ
う
と
う
を
、
そ

の
後
、
ぶ
ど
う
に
舌
づ
つ
み
を
う
ち
秋
の
一

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
普
段
、
み
ら
れ
な
い

食
欲
が
と

て
も
印
象

的
で
し
た
。

ご
協
力
い

た
だ
き
ま

し
た
皆
様

に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

（
至
誠
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム

副
園
長

　

鈴
木　

篤
）

特養・家族会

合同バスハイク



の
入
会
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。「
誰
も
が
安
心
し
て
豊

か
な
高
齢
期
が
送
れ
る
よ
う
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
が
ん
ば
っ
て
生
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
本
年
も
後
援
会

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
19
年
10
月
１
日
〜
平
成
19
年
11
月
30
日
敬
称
略
･
順
不
同
）

㈱
東
京
ボ
ン
・
サ
ン
テ　

㈱
た
く
み

荒
井　

文　

神
谷
良
江　

木
下
紀
子

田
中
幹
子　

鈴
木
久
美
子　

椙
本
晏
夫　

石
郷
岡　

清　

杉
山
俊
子　

鳥
山
八
重
子

角
谷
太
蔵　
　
　
　
　
　

以
上
12
名

あ
と
が
き

　
　
　
　
　
　
　

深  

澤  
よ
し
子

　

新
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

超
高
齢
者
福
祉
の
厳
し
い
昨
今

ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
が
一
月
元
旦

の
祝
膳
を
囲
み
な
が
ら
恙
な
く
新

年
を
迎
え
ら
れ
る
事
は
、
地
域
の

皆
様
、
後
援
会
の
皆
様
の
お
陰
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

益
々
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
元
旦

　

新
年
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　

後
援
会
会
長　

梅
田　

尚
裕

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
現
代
は
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド

で
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
ま
す
ま
す
高

齢
者
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
設
備
の
拡
大
が

急
務
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
も
書

き
ま
し
た
が
、
立
川
市
内
で
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
れ
な
い
待
機
者
は
、
昨
年

で
六
〇
〇
人
位
、
今
年
の
五
月
現
在
で

一
五
〇
〇
人
位
い
る
と
の
事
で
、
や
は
り

も
っ
と
多
く
の
施
設
が
必
要
で
あ
る
と
発

言
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
当
園
に
お
い
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
沢
山
の
皆
さ
ん
が
、

活
躍
さ
れ
て
お
り
後
援
会
活
動
と
と
も
に

充
実
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は

後
援
会
の
入
会
の
し
お
り
を
新
し
く
し
、

入
会
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
が
た
く
さ
ん
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 729 (62) 677 (61) 5,156
 0 (  0) 0 (  0) 0

 12 ( 1 ) 0 (  0) 12
 633 (70) 612 (68) 4,866
 13 (  4) 19 (  7) 83

 8 (  1) 8 (  1) 66
 892 (31) 820 (26) 6,479
 453 (  7) 457 (  6) 3,381
 1223.0 (19) 1199 (19) 9225.5
 732 (17) 745 (17) 4,956.5
 131  137  1,044
 53  58  406

 675 (89) 686 (86) 5,355
 1078 (42) 1012 (40) 7,936
 1310.5 (36) 1223.5 (35) 9653.5
 173  167  1,399
 0 (  0) 0 (  0) 0
 847 (28) 820 (26) 6,529
 71  72  571 

自主
事業

至誠ホーム錦ブロック

介　

護　

保　

険

事　　業　　内　　容
至誠ホーム統括事業本部

介 

護 

保 

険 

至誠ホームスオミブロック

至誠ホームキートスブロック

累　計

※入居施設定員　至誠特別養護老人ホーム　150 名　　至誠ホームキートス　70 名
　　至誠和光ホーム　50 名　　至誠ホームスオミ・ケアハウス　50 名　　
　　至誠ホームスオミ・グループホーム　9 名
※高齢者集合住宅　シルバーピアしせい　　  15 戸　

至誠ホーム利用者状況　（平成19年10月１日〜19年11月30日）（ ）:実人数

介護
保険

ふれあい夕ごはん事業
ホームケア食事サービス

自立者短期入所事業（軽費）
短期入所生活介護（特養）
保養ステイ事業（軽費）

生甲斐活動支援通所事業 ( 至誠デイケアセンター )
通所介護（至誠デイケアセンター）
通所介護（もとまち）
訪問介護（至誠ホームヘルプ）
訪問介護（コミホームヘルプ）
居宅介護支援事業（至誠）
居宅介護支援事業（もとまち）

短期入所生活介護（キートス特養）
通所介護（キートスデイサービスセンター）
訪問介護（キートスホームヘルプ）
居宅介護支援事業（キートス）
自立者短期入所事業（キートス） 
通所介護（柏）
居宅介護支援事業（柏）

10　月 11　月

委託
事業

介護
保険

一 般 ボ ラ
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験
実 習・ 研 修
体 験 学 習
見 学・ 視 察
ご慰問・ご招待

種類
期間 平成19年度

10月〜11月
平成 19 年度

累計

 2,148 人 7,946 人

 155 人 344 人

 　433 日 967 日

 134 人 739 人
 　83 人 208 人

 　1 件 4 件

ボランティア受入 / 福祉学習協力 状況

ボランティア活動状況  活動内容別

錦 地 区
幸･柏 地 区
合 計

地区
　  別

期間 平成19年度
10月〜11月

平成 19 年度
累計

 1,520 〈104〉 5,109 〈217〉
 783 〈51〉 3,181 〈127〉
 2,303 〈155〉 8,290 〈344〉

ボランティア活動状況　　地区別

〈 〉は V 体験で内数

活動内容
期間 平成19年度

10月〜11月
平成 19 年度

累計
生 活 支 援
健 康 づ く り
生 き 甲 斐 支 援
地 域 支 援
行 事
調 理
事 務 等
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験
　 合　　計

 464 1,967
 260 1,027
 788 2,857
 267 1,015
 283 767
 0 0
 86 313
 155 344
 2,303 8,290

委託
事業

委託
事業

自主
事業

後
援
会
コ
ー
ナ
ー
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②
物
品
の
部

法
村
菫
子　
　

新
日
鐵
グ
ル
ー
プ
㈱
サ
ン
ビ

ナ
ス
立
川　
　

光
西
寺　
　
　

志
茂
富
子　

安
田
明
子　
　

浦
田
素
子　
　

福
田
八
栄
子

日
野
秀
子　
　

㈱
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ふ
く
ろ
う
会
」
事
務
局　
　

  

野
瀬
重
治

石
川
文
代　
　

関
亦
英
雄　
　

春
日
良
子　

社
会
福
祉
法
人
江
差
福
祉
会
総
合
施
設
長
樋

口
英
俊　
　
　

鈴
木
弘
子　

16
件（
延
92
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
グ
ル
ー
プ

あ
す
な
ろ
洋
裁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ウ
ケ
ホ
ア
ヘ
レ　

エ
ク
セ
ル
シ
オ　

菊
正
会

錦
六
茶
友
会　

五
月
会　

さ
わ
や
か
グ
ル
ー

プ　

至
誠
ホ
ー
ム
家
族
会　

シ
ル
バ
ー
Ｖ
メ

イ
ツ　

真
如
苑
青
年
会
社
会
貢
献
部　

談
話

室
ア
イ
ア
イ　

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト

教
会　

み
ど
り
の
会　

も
み
じ
会　

立
正
佼

成
会
立
川
教
会
婦
人
部　
　

朗
読
サ
ー
ク
ル

「
こ
え
」　　
　

 

穴
澤　

宏 

雨
沢
則
子　

綾
部　

勇 

綾
部
晴
江 

綾
部
佳
世　

綾
部
喜
与　
　

荒
井　

文 

安
藤
道
子 

磯
野
俊
雄 

磯
野
初
子 

井
上
良
枝　

今
井
二
三
雄　

今
村
さ
ゆ
り 

岩
谷
淳
子 

内
田　

稔 

内
野
光
子　

 

小
瀬
美
智
代 

及
川
悦
子 

及
川
清
一 

大
井
田
フ
サ
エ 

大
古
春
子 

大
澤
康
子 

大
島
昭
雄 

尾
薗
栄
子　
　

加
藤
衣
子　

 

加
藤　

清 

加
藤
典
子 

神
田
京
子 

神
田
ミ
ヨ　

北
島
君
子 

木
村
玲
子 

久
保
田
友
子 

蔵
田
郁
枝 

黒
岩
倭
文
子 

桑
原
花
子 

小
泉
喜
与
子 

御
器
谷
喜
久
子 

小
菅
房
子 

佐
伯
登
美
江　

酒
井
恵
美
子 

寒
河
江
峯　

坂
本
美
智
子 

櫻
井
智
介 

櫻
井
百
合
子 

佐
々
木
慶
吉 
佐
々
木
希
歩 

佐
藤
美
智
子 

山
同
千
賀
子 
篠
村
綾
子 

島
田
い
そ
み 

島
田
善
彦 
島
津
京
子 

杉
田
幸
子 

杉
山
昌
子 

鈴
木
恵
子 

鈴
木
幸
子　

 

鈴
木
光
子 

関
口
敏
江 

関
口
美
沙
子

鷹
左
右
清
道 

鷹
左
右
元
代 

高
橋
洋
子 

田
原
衣
子　

 

田
村
英
恵 

丹
治
信
江 

寺
澤
育
代 

戸
井
田
正
男 

遠
山
百
世 

戸
田
フ
ミ
子 

豊
岡
良
子 

中
村
八
重
子 

永
森
初
子　

 

西
野
嘉
江 

西
野
祥
代 

似
内
フ
サ
エ 

野
口
初
子　

 

野
村
祥
子　

 

橋
本
ラ
イ
ヤ 

長
谷
川
英
子 

波
多
野
良
子 

初
沢
徳
巳 

初
沢
紀
子 

林　
　

幸　

 

土
方
久
枝 

蛭
田
妙
子 

古
谷
文
子 

細
川
光
子 

堀
田
亜
香
里 

増
渕
絹
子 

三
守
諄
子 

南
館
近
子 

宮
内
雅
子　

 

宮
崎
征
子 

宮
下
皆
子 

宮
本
健
寿 

村
岡
静
枝 

百
瀬
千
枝 

安
ケ
平
金
造 

山
内
幸
子　

 

山
岸
と
し
子 

山
下
記
代
子 

吉
永
豊
子 

和
田
夏
子

【
日
野
市
】　　

石
井
匡
代　

 

伊
藤
信
子　

 

岩
下
昭
子 

大
場
春
子 

大
矢
洋
子

小
澤
洋
一　
　

金
尾
眞
砂
子 

小
塩
菊
子 

阪
口
ま
り
子　

園
部
和
子 

竹
内
美
幸　

 

永
島
律
子 

中
山
き
よ
子 

西
垣
ま
き
子 

逸
見
洋
子 

桝
田
輝
子　

 

目
黒
美
知
子 

安
永
晢
子 

横
松
花
菜 

吉
﨑
武
子　

 

渡
辺
洋
子　

【
国
立
市
】　　

岩
城
ト
ミ　

 

河
部
真
由
美 

蔵
多
美
智
子 

国
生
友
子 

小
林
一
子　

 

津
野
洋
子 

西
村
シ
ヅ
エ 

温
品
典
子

【
国
分
寺
市
】　

国
分
寺
婦
人
Ｖ
グ
ル
ー
プ　

安
斎　

恵 

木
村
冨
吉　
　

鈴
木
久
美
子

平
澤
み
ど
り 

前
田
博
美 

諸
井　

緑

横
山
賢
一　

【
他　

市
】　　

と
も
し
び
法
話
会

日
本
サ
ム
ス
ン
㈱　

 

阿
川
聰
子 

安
藤
幸
世 

任　

賢
宰 

宇
田
川
英
美 

内
野
愛
子 

江
花
紀
美
子 

小
笠
原
由
紀 

小
川
憲
一 

小
澤
重
太
郎 

加
我
沙
知 

門
川
千
雄 

神
谷
良
江 

木
下
紀
子 

木
下
弥
生 

木
下
裕
紀
子 

木
村
弥
生

久
保
田
晴
彦 

黒
沢
香
菜 

黒
沢
喜
久
恵 

小
室
恵
里
奈 

佐
藤
寿
人 

佐
藤
裕
子 

菅
原
晶
子 

杉
山
紀
子 

高
石
ふ
み
子 

高
岡
亮
輔 

高
橋
瞭
子 

中
村
奈
保　

 

３
土 

家
族
会
幹
事
会
（
錦
）

４
日　

柴
崎
町
健
康
フ
ェ
ア
出
張
相
談
会

（
に
し
き
相
談
セ
ン
タ
ー
）

５
月 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
研
修
生
２
名
来

日

６
火
～
７
水　

至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

開
設
30
周
年
記
念
家
族
会
合
同
バ
ス

ハ
イ
ク
（
山
梨
ぶ
ど
う
狩
り
）　

15
木　

リ
ー
ダ
ー
ス
研
修
会

16
金 

居
酒
屋
キ
ー
ト
ス

16
金
～
22
木　

デ
イ
ホ
ー
ム
外
出
活
動  

八

王
子
道
の
駅
（
至
誠
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
）

17
土　

柴
崎
町
グ
ッ
ド
ネ
イ
バ
ー
生
活
講
座

（
に
し
き
相
談
セ
ン
タ
ー
）

18
日　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
キ
ー
ト
ス
）

22
木　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
音
楽
療
法
（
フ
ィ

ギ
ャ
ー
ノ
ー
ト
）
の
治
験
コ
ン
サ
ー

ト
（
錦
）

25
日　

ス
オ
ミ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

（
歌
声
喫
茶
の
青
柳
常
夫
氏
と
楽
し

む
）

26
月
～
27
火　

至
誠
和
光
ホ
ー
ム
一
泊
旅
行

（
群
馬
県
）

28
水　

職
員
自
主
研
修
会
「
認
知
症
に
つ
い

て
の
事
例
研
究
」（
キ
ー
ト
ス
）

　

温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

  

平
成
19
年
10
月
１
日
～
平
成
19
年
11
月
30
日

①
金
員
の
部

岡
内
玲
子　
　

海
老
知
郎　
　

吉
ヶ
江　

勉

㈱
立
川
紙
業　

小
林
モ
ト　
　

下
東
玲
子　

下
東
玲
子　
　

兵
庫
善
子　
　

至
誠
ホ
ー
ム
け
や
き
会　
　
　

鈴
木
美
津
子

浦
田
一
郎　
　

水
内
き
み
子　

黒
沼
啓
子

財
団
法
人
熊
崎
報
恩
財
団
理
事
長
高
崎
直
道

春
山
順
子　
　
　
　

15
件
（
延
１
６
３
件
）

感　

謝　

録

平
成
19
年
10
月
１
日
～
平
成
19
年
11
月
30
日

　

10　

月

１
月　

至
誠
コ
ミ
ホ
ー
ム（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

開
所
式
／
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

受
入
（
11
／
２
ま
で
キ
ー
ト
ス
）

４
木　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
募
金
（
和

光
）

９
火　

杉
井
弁
護
士
相
談
日

11
木　

認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

（
キ
ー
ト
ス
）

12
金　

都
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

13
土　

第
39
回
至
誠
ホ
ー
ム
バ
ザ
ー
／
介
護

予
防
教
室
（
に
し
き
ふ
く
し
相
談
セ

ン
タ
ー
）

14
日　

第
９
回
悠
遊
セ
ミ
ナ
ー（
キ
ー
ト
ス
）

16
火　

職
員
自
主
研
修
会｢

事
例
研
究｣

（
キ
ー
ト
ス
）

17
水　

平
成
20
年
度
職
員
採
用
試
験
／
六
本

木
ヒ
ル
ズ
と
東
京
湾
ラ
ン
チ
ク
ル
ー

ズ
バ
ス
ハ
イ
ク
（
和
光
）

19
金　

居
酒
屋
キ
ー
ト
ス
（
キ
ー
ト
ス
）

20
土　

キ
ー
ト
ス
集
会

20
土
～
26
金　

錦
町
文
化
祭
作
品
展
示

21
日　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
キ
ー
ト
ス
）

22
月　

特
設
人
権
相
談
所
設
置

23
火　

文
化
講
座
（
錦
）、職
員
研
修
会｢

Ａ

Ｅ
Ｄ
、誤
嚥
、感
染
症
に
つ
い
て｣

／

行
事
十
三
夜
（
賢
治
の
学
校
と
ス
オ

ミ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

25
木　

昭
和
記
念
公
園
コ
ス
モ
ス
写
生
会

（
錦
特
養
／
和
光
）
都
立
砂
川
高
校

奉
仕
活
動
受
入
（
キ
ー
ト
ス
）　

28
日　

ス
オ
ミ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

（
秋
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
＆
ク
ラ
シ
ッ
ク
）

／
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
出
張
販
売

（
錦
）

　

11　

月

1
木　

故
橋
本
良
市
一
周
忌
供
養
祭

ホ
ー
ム
日
誌
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橋
本
絵
美 

松
本
祥
枝 

水
野
樹
里 

諸
江
幸
恵 

矢
田
み
つ
き 

山
内　

孝 
山
口
朝
美 

山
﨑
繁
子 

林　

怡
涵　

山
本　

絋　
　
　
　
　
　
　

延
１
１
０
０
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

【
立
川
市
】　     

お
も
ち
ゃ
図
書
館　

音
楽
隊

八
色
会
（
民
謡
）　　

シ
ネ
マ
16

立
川
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
「
さ
わ
や
か
」　　

東
京
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
メ
イ
ツ

朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
え
」　　
　

荒
井
和
子　
　

荒
金
啓
子 

安
斎
知
之 

池
田
三
郎　

 

稲
垣
明
子　

 
岩
田
綾
子　

 

潤
井
和
子　

 

大
内
田
由
紀
子 
大
橋
こ
う　

 

大
森
千
代
子 

大
家
千
枝
子 
小
川
経
子　

 

小
熊
艶
子 

織
原
良
江　

 

金
森　

耐 

上
条　

誠 

萱
生
佳
子　

 

川
﨑
芳
男　

 

河
野
美
和
子 

菊
池
浩
子 

菊
池
正
勝　

 

岸　

み
つ
江 

木
村
浩
通 

草
場
久
子　

 

葛
野
芳
子 

久
保
敏
子　

 

久
野
喜
美
江

紅
林
由
美
子 

黒
田
眞
知
子 

小
坂
邦
子　

 

小
嶋
ア
キ
子 

坂
口
洋
子　

 

櫻
井
百
合
子 

笹
川
文
子 

佐
野
房
子 

三
中
西
せ
い
子 

柴　

清
次 

清
水
淳
子 

清
水
真
理
子 

新
林
春
子 

鈴
木
洋
子 

高
塚
光
二　

 

高
橋
明
子　

 

高
橋　

貞　

 

高
橋
雪
子　

 

武
井
郁
治 

武
井
容
子　

 

田
中
清
子　

 

田
中
秀
穂 

田
中
美
智
子　

地
下
幸
子 

冨
永
有
里
乃 

中
野
庸
夫　

 

中
山
君
子 

成
田　

綴 

野
澤
勝
治 

服
部
ち
づ
子 

羽
中
田
し
の
ぶ　

花
見
瑛
子　

浜
野
好
雄

平
尾
栄
子 

藤
井
美
千
代 

別
府
ひ
ろ
子 

細
村
ふ
み 

丸
山
淳
子 

溝
口
礼
子　

 

宮
内
鞆
子 

宮
坂
一
栄　

 

持
丸　

治　

 

持
丸
弘
子 

桃
野
幸
子 

森
下
成
予

横
川
澄
子 

吉
田
二
二
穂 

和
田
靖
史

【
国
分
寺
市
】　

安
藤
公
子 

井
上
充
恵　

大
山
勝
美 

大
山
永
子 

小
野
俊
雄　

勝
倉
ナ
ホ
ミ 

加
藤
康
子　

 

木
村
美
佐
子

蔵
方
寛
隆 

蔵
方
律
子 

鈴
木
小
波 

土
岐
良
江 

中
水
乙
重
子 

松
村
八
千
代 

山
本
佳
子

【
他　

市
】　　

と
み
ん
の
メ
ガ
ネ

花
島
演
芸　

 

ロ
ゼ
ラ
ニ
・
ウ
ィ
ン
グ
ス　

内
田
喜
美
子 

内
田
純
子 

門
脇
久
芳 

木
島　

満　

 

楠
木
令
子 

久
保
田
康
子 

児
玉
早
苗 

佐
藤
英
子 

高
野
信
子 

高
橋
桂
子 

田
中
新
也 

中
村
麻
美　

 

中
山
陽
子　

 

花
島
ふ
く
ろ
う 

林　

幸
子 

土
方
和
子 

肥
田
木
雅
子 

保
坂
栄
子 

森
谷
絵
里
香 

横
川
好
行 

渡
辺
保
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
６
２
８
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

石
井
信
子 

岩
田
綾
子　
　

岩
本
賢
子 

大
山
紀
子 

黒
田
直
子 

小
林
正
子 

小
林
好
子 

斉
藤　

究　

 

高
橋
明
子 

高
橋
雪
子 

中
野
庸
夫 

花
房
孝
助 

広
木
か
ほ
る 

藤
原
恵
美
子 

土
方
和
子　

 

師
岡
恵
美
子 

鷲
沢
芙
美　
　

延
１
０
６
名

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
錦
〕
立
川
市
立
第
三
小
学
校

立
川
市
立
第
七
小
学
校

立
川
市
立
第
一
中
学
校

立
川
市
立
第
三
中
学
校

立
川
市
立
第
七
中
学
校

大
東
学
園　
　
　
　
　

 　
  　

延
１
０
４
名

〔
キ
〕
伊
藤
歌
緒
里

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験　
　
　
　
（
１
名
）

砂
川
高
校　

一
部
・
二
部　

奉
仕　
（
７
名
）

砂
川
高
校　

三
部　
　
　
　

奉
仕　
（
６
名
）

立
川
市
立
幸
小
学
年　
　
　
　
　
　
（
６
名
）

立
川
市
立
第
六
中
学
校　
　
　
　
　
（
４
名
）

立
川
市
立
第
九
中
学
校　
　
　
　
　
（
２
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
51
名

（
１
）
実
習
研
修

◎
介
護
福
祉
士

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医
療
福
祉
専
門
学
校　

西
舘

征
世
（
11
日
）・
山
口
朝
美
（
12
日
）・
廣
野

紗
矢
香
・
髙
橋
彩
・
森
谷
絵
里
香
（
各
20
日
）・

福
祉
学
習
協
力

／
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
専
門
学
校　

内
野
愛
子

（
15
日
）
／
白
梅
学
園
短
期
大
学　

土
井
晶

子
（
21
日
）

◎
社
会
福
祉
士

立
教
大
学　

笠
原
章
子
・
樋
口
真
由
美
・
清

水
正
樹
・
范
暁
琪
（
各
12
日
）／
法
政
大
学

河
野
愛
子
（
12
日
）
／
日
本
社
会
事
業
大
学

通
信
教
育
科　

本
橋
義
男
（
６
日
）
／
日
本

社
会
事
業
大
学　

伊
東
桂
（
12
日
）

◎
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

横
田
美
樹
・
斎
藤
実
・
関
口
文
也
・
石
井
利

和
・
今
井
望
・
浅
野
仁
恵
・
柳
川
広
樹
・
菊

池
千
恵
・
鈴
木
佐
知
子
・
増
田
綾
子
・
佐
々

木
貴
子
・
松
沢
紀
代
美
・
高
久
紀
代
美
・
吉

田
恵
子
・
萱
沼
美
奈
子
・
上
田
清
美
・
小
澤

彩
子
・
小
峰
峰
子
・
上
田
洋
・
村
山
美
紀
・

児
玉
ゆ
か
り
・
小
川
奈
津
子
・
岩
田
佳
子
・

塩
野
文
男
・
飯
塚
毅
・
堤
橋
佳
和
・
中
根
彩

子
（
各
５
日
）

◎
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
１
級
課
程

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
専
門
学
校
１
名
（
９
日
）

◎
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
２
名
（
２
日
）
／

至
誠
ホ
ー
ム
13
名
（
36
日
）
／
財
団
法
人
総

合
健
康
推
進
財
団
４
名
（
12
日
）

◎
そ
の
他
の
実
習
研
修

立
川
市
立
看
護
専
門
学
校
２
名
（
各
２
日
）

／
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
研
修
生
２
名
（
各
19
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
４
３
３
日

（
２
）
体
験
学
習

教
員
免
許
取
得
の
た
め
の
介
護
等
体
験
（
東

京
女
子
体
育
大
学
・
国
立
音
楽
大
学
・
法
政

大
学
27
名
（
１
３
４
日
） 　

延
１
３
４
人

（
３
）
見
学
・
視
察

社
会
事
業
大
学
専
門
職
大
学
院
学
生
１
名
／

社
会
福
祉
法
人
三
育
ラ
イ
フ
東
久
留
米
事
業

所
６
名
×
２
日
／
東
洋
大
学
大
学
院
福
祉
社

会
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ザ
イ
ン

専
攻
学
生
１
名
／
多
摩
西
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
会
長
平
清
太
郎
他
８
名　

㈶
人
権
教
育

啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
業
務
課
野
中
寿
彦
他
７

名
／
軽
費
分
科
会
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
分
科
会
開

催
に
伴
う
見
学　

渋
谷
ケ
ア
ハ
ウ
ス
せ
せ
ら

ぎ
金
泰
子
軽
費
分
科
会
長
他
８
名
／
社
会
福

祉
法
人
プ
レ
マ
会
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

み
な
み
風
古
谷
田
施
設
長
他
１
名
／
東
京
都

高
齢
社
会
対
策
部
施
設
支
援
課
２
名
／

国
際
厚
生
事
業
団
・
高
級
事
務
レ
ベ
ル
社
会

保
険
行
政
研
修
６
名
／
社
会
福
祉
法
人
丹
後

福
祉
会
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
二
丹
後

園
上
田
正
治
施
設
長
他
３
名
／
十
文
字
学
園

女
子
大
学
野
島
靖
子
先
生
他
学
生
12
名
／
立

川
中
央
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
伊
藤
祐
子

所
長
他
１
名
／
社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
福
祉
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
マ
イ
ホ

ー
ム
き
よ
は
ら
元
職
員
５
名
／
国
分
寺
市
社

会
福
祉
協
議
会
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

「
け
や
き
」
浅
野
牧
子
代
表
他
９
名

　
　
　
　
　

 　

 

計
83
名　

累
計
２
０
８
名

（
４
）
ご
慰
問
・
ご
招
待

国
分
寺
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
フ
ラ

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
１
件　

累
計
４
件

①
洗
濯
物
の
整
理
・
繕
い
物
な
ど

　

・
利
用
者
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら

　
　

い
か
が
で
す
か
？

②
日
常
生
活
援
助

　

・
利
用
者
の
お
散
歩
、
お
話
し
相
手
、
個

　
　

別
活
動
（
手
仕
事
な
ど
）
の
援
助
を

　
　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
活
動
す
る
曜
日
・
時
間
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

ご
都
合
の
良
い
時
で
結
構
で
す
。

★
ど
う
ぞ
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
下
さ
い
。

錦
地
区 

０
４
２

−

５
２
７

−

０
０
３
５
（
佐
藤
･
寺
澤
）

キ
ー
ト
ス 

０
４
２

−

５
３
８

−

２
３
２
３
（
西
原
）


